
平成25年度『見える』安全コンクール　
「日めくりワンシートによる危険作業の見える化」

当作業所では危険作業を伴う工事計画の際に、各作業手順を絵で示した日めくりワンシートを作成し、
社員による検討会、専門工事業者との打合せ、作業員との周知会などで使用している。
こうして可視化することで、危険ポイント等をわかりやすくチェック・確認することができる。

＜作成の流れ＞　(例：屋上鉄骨・サイン看板取付工事)

・工事担当者が作業ごとの絵工程を作成し、日めくりワンシートとする。
　作業上の安全注意事項、品質上の注意点などを書き込んでいく。

・日めくりワンシートを用いて、所長をはじめ工事社員全員で検討会を行う。
　危険の洗い出しと対策、作業手順の見直しなどを行い、追記する。
　(図①)

図①　所内検討会の様子
・専門工事業者との打合せにて作業の詳細を決定、決定事項を追記する。

・再び所内検討会を行い、さらに日めくりワンシートの精度を高める。

・作業当日、作業員と現地にて日めくりワンシートを用いて周知会を行う。
　その際、周知会サインを日めくりワンシートに記入し、周知会記録とする。

・作業員に日めくりワンシートのコピーを配布するとともに、
　現地に掲示し注意事項の周知徹底を図る。

図②日めくりワンシート

＜日めくりワンシートの内容詳細＞
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